
平成３０年度通常総会資料

と　き　平成３０年６月１５日（金）　午後２時

ところ　秋田市「秋田ビューホテル」
　　　　　　　　４Ｆ　光 琳 の 間

公益社団法人 秋田県獣医師会



平成３０年度通常総会次第

１．開　　会

２．会長挨拶

３．表　　彰

　　秋田県獣医師会会長表彰

４．来賓祝辞

５．議長選任

６．議事録署名人の選任及び書記の任命

７．議　　事

８．閉　　会



表　彰　者　名　簿（敬称省略）

秋田県獣医師会会長表彰

金　澤　篤　志

伊　藤　　　隆　

呉　　　克　昌　

佐　藤　　　博　

伊　藤　　　穣　

小　林　　　敏　

土　田　正　広

瀬田川　　　清　



平成３０年度通常総会議案

第１号議案 平成２９年度事業報告書、貸借対照表、正味財産増減計算書、

財産目録の承認について

第２号議案 役員の補充選任について

報 告 事 項

平成３０年度事業計画、収支予算書（損益ベース）について

上記のとおり提出いたします

平成３０年６月１５日

会長 理事 砂 原 和 文

副会長理事 佐 藤 林 治

副会長理事 明 石 良 平

常務 理事 柿 﨑 正 博

理 事 加 藤 仁

理 事 工 藤 助 廣

理 事 嵯 峨 裕

理 事 齊藤 志保子

理 事 齋 藤 豪

理 事 草 薙 純

理 事 高 橋 雅 博

理 事 藤 原 憲
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第 1 号議案 平成２９年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書、 

      財産目録について 

 

平成２９年度事業報告 

Ⅰ．会員の動向 

１．会員の異動状況                          単位：人 

区 分 

 

平成２８年度末 

会員数 

平成２９年度 

入会者数 

平成２９年度 

退会者数 

平成２９年度末 

会員数 

会員数 ２７９ ２ ７ ２７４ 

  ２．新入会員（２名） 

支 部 氏  名 所       属 

鹿 角 新 井 孝 典 秋田県食肉衛生検査所 

秋 田  大 庭   要 秋田県中央家畜保健衛生所 

  ３．物故者（２名） 

支 部 氏  名 死 亡 年 月 日 

仙 北 備 前   堯 平成２９年９月６日 

雄 勝 伊 藤 京 介 平成２９年１２月２６日 

  ４．退会者（５名） 

支 部 氏  名 退 会 年 月 日 

北秋田 中 郡 昭 人  平成３０年３月３０日 

北秋田 長 崎 兵 毅  平成３０年３月３０日 

秋 田 水 澤 昌 子 平成３０年１月３１日 

秋 田 川 上 哲 輝 平成３０年３月３０日 

横 手 高 橋 正 志 平成３０年３月３０日 

  ５．支部会員数 

鹿角 北秋田 山本 秋 田 由利 仙北 横手 雄勝 合 計 

１５ ２９ １３ １２５ ２２ ３８ １６ １６ ２７４ 

 

Ⅱ．公益目的事業 

  人と動物が共存する豊かで健全な社会形成を促進し、安全で安心な県民生活の確保に寄与  

 することを目的とする事業 

 

 １ 狂犬病等の人と動物の共通感染症予防推進事業 

   （１）狂犬病予防事業 

  全てのほ乳類が感染する狂犬病は未だ世界各地で発生しており、流通の国際化などによ

り侵入経路が多様化していることから、引き続き県や市町村と連携して定期的な「集合注

射」を組織的に推進するとともに、「個別注射」についても動物病院等で随時実施する。 
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鹿角 北秋田 山本 秋 田 由利 仙北 横手 雄勝 合 計 
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Ⅱ．公益目的事業 

  人と動物が共存する豊かで健全な社会形成を促進し、安全で安心な県民生活の確保に寄与  

 することを目的とする事業 

 

 １ 狂犬病等の人と動物の共通感染症予防推進事業 

   （１）狂犬病予防事業 

  全てのほ乳類が感染する狂犬病は未だ世界各地で発生しており、流通の国際化などによ

り侵入経路が多様化していることから、引き続き県や市町村と連携して定期的な「集合注

射」を組織的に推進するとともに、「個別注射」についても動物病院等で随時実施する。 

 また、狂犬病予防注射に起因する事故等が生じた場合は、狂犬病予防注射事故対策規程

に基づき迅速かつ的確に処理する。 

 

 狂犬病予防注射実施頭数                  ３月末現在 

支部名 ２９年度実施頭数 ２８年度実施頭数 前年比 

鹿 角 １，３３８ １，４３２ ９３．４ 

北秋田 ３，３７３    ３，５３３ ９５．５ 

山 本 ２，４０８ ２，５５１  ９４．４ 

秋 田 １３，４４５   １３，８０４   ９７．４ 

由 利 ３，７３８ ３，８６４ ９６．７ 

仙 北 ４，４１７ ４，６０９ ９５．８ 

横 手 ２，４７６ ２，５２０ ９８．３ 

雄 勝 １，６１２ １，６９９ ９４．９ 

県 外      １０８      １１０  ９８．２ 

合 計 ３２，９１５ ３４，１２２ ９６．５ 

（盲導犬１１頭を含む） 

 

 （２）狂犬病以外の人と動物の共通感染症に関する普及啓発 

高病原性鳥インフルエンザ、ＳＡＲＳ、ジカ熱などの人と動物の共通感染症が大きな

社会問題となっており、正しい知識を身につけ的確に対応する必要があることから、人

と動物の共通感染症の発生予防や発生時の対応に関する講習会を１０月１８日に実施し

た。また、４月２０日県・市町村担当者を対象に開催された会議に出席し人獣共通感染

症の正しい知識、予防又は発生時の対応等について説明するとともに、ホームページへ

の掲載並びに動物由来感染症ハンドブック等を各種イベント等において配布した。さら

に、秋田県医師会との学術協力の推進に関する協定に基づき、当会との共催による人獣

共通感染症講演会を平成３０年３月２３日に開催した。 

 

 ２ 身体障害者補助犬利用者への支援事業 

   身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬等）利用者の社会参加への支援並びに補助犬 

  の健康保持を図るため、盲導犬１１頭の狂犬病予防注射料金を支援した。 

   また、日本盲導犬協会が行う盲導犬育成募金への協力や広報活動を実施した。 

   

 ３ 食中毒予防等対策事業 

   県民を対象に、生産から食卓までのフードチェーンにおける食中毒などを含む食品の安全 

  ・安心に関する正しい知識の普及啓発に努めるため、５月２５日開催された講習会に参加し、

リーフレットの配布等による普及啓発を行った。 

 

 ４ 高品質な家畜畜産物生産衛生対策事業 

    産業動物に関わる獣医師等に対する講習会（産業動物講習会１１月１０日）を通し、家畜衛 
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   生や公衆衛生等に関する知識や技術の習得を図るとともに消費者の求める高品質で安心・安全 

   な畜水産物の生産、普及に努めるために、７月２２日開催の第９６回畜産共進会さらには８月 

   １９日開催の「あきたの畜産・市場まつり」で畜産相談所を開設し参加協力した。また、産業 

   動物診療獣医師が投与する動物用医薬品の適正使用による安全・安心な畜産物の生産のため適 

   正使用指導をＨＰへの掲載やリーフレットの配布を実施し、薬剤耐性対策アクションプランに 

   従い抗菌剤の慎重使用の普及啓蒙を図った。 

    さらに、公益社団法人秋田県農業公社の指定獣医師に３２名の会員が委嘱され、自衛 

   防疫事業の推進に努めた。 

 

 ５ 獣医学術向上及び研修会等開催事業 

   獣医学術や獣医療に関する最新の知識の習得と技術の研鑚、普及に努めるとともに、食の  

  安全・安心の確保や動物の愛護思想に基づく社会形成などの広範な社会責任を担っているこ  

  とから、人材を育成し技術や知識の向上を図った。 

  

  （１）獣医学術向上普及啓発事業 

   ① 獣医学術学会や各種講習会の参加者に登録料や助成金を支給するとともに、発表者に対 

    しても助成金を交付し、獣医療の各分野における専門的知識、高度な技術の習得や人材育 

    成を図った。 

 

   ・平成 29 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 

開催予定日 開催予定場所 市民公開シンポジウム 備考 

平成 30年 

2月10日～12日 

大分県 

（別府国際コン

ベンションセン

ター ビーコン

プラザ） 

○日本獣医師会市民公開シンポジウム 

・災害時の動物救護－「被災動物救護

の今後の展開－」 

・人々の生活を守る管理獣医師の役割 

○大分県獣医師会市民公開シンポジウム 

・「おいしさに着目した大分県の畜産

物ブランド戦略」 

・動物愛護を考える－犬・猫の殺処分

ゼロを目指して」 

参加者 

 ２３名 

 

・平成 29年度東北地区獣医師大会・三学会 

開催期日 開催場所 講    演 参加人数 

平成 29年 

10月12～13日 

青森市 

（ホテル

青森） 

・日本産業動物獣医学会（東北地区）３題 

・日本小動物獣医学会（東北地区）４題 

・日本獣医公衆衛生学会（東北地区）３題 

大会 

    ２４名 

学会 

   ２９名 
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・公衆衛生及び産業動物共同講習会（平成 29 年度高度獣医療講習会） 

開催期日 開催場所 講習内容・講師 参加人数 

平成 29 年 

11 月 10 日 

秋田市 

イヤタカ 

話題提供① 

演題：「県内で分離された Salmonella 04:i 

     :-の性状と分子疫学的解析」 

講師：秋田県中央家畜保健衛生所 

   病性鑑定班 技師 佐藤 龍 先生 

 

話題提供② 

演題：「秋田県内のサルモネラ感染症につ   

    いて」 

講師：秋田県健康環境センター 

   保健衛生部細菌班 主任研究員 

          今野 貴之 先生 

特別講演 

演題：「家畜のサルモネラ症について」 

講師：国立研究開発法人農研機構動物衛生     

  部門 細菌・寄生虫研究領域 

     領域長 秋庭 正人 先生 

会員 

 ３２名 

県外 

    ３名 

 

※平成 29 度獣医療提供体制整備推進総合対策事業に係る研修・講習会（東北地区）      

  の中の「高度獣医療講習会」として日本獣医師会の委託講習会として実施。 

 

・小動物臨床技術講習会 

開催期日 開催場所 講習内容・講師 参加人数 

平成 29年 

11月 5日 

 

 

秋田市 

イヤタカ 

「よくみる症例の眼科検査法」 

北里大学獣医学部獣医学科 

小動物第２内科 教授 

金井 一享 先生  

会員 

 ２０名 

県外 

 ２名 

 

 

・人獣共通感染症に関する講習会 

開催期日 開催場所 講習内容・講師 参加人数 

平成29年 

10月18日 

 

秋田市 

イヤタカ 

演題① 

「最近の高病原性鳥インフルエンザをめぐる情勢  

 について」 

講師：秋田県農林水産部畜産振興課 

   家畜衛生班 副主幹 小川 秀治 先生 

 

演題② 

 

会員 

３３名 
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「大森山動物園での高病原性鳥インフルエンザの

発生について」 

講師：秋田市大森山動物園 

         副参事 三浦 匡哉 先生 

平成30年 

3月23日 

（秋田県医

師会との連

携シンポジ

ウム） 

秋田市 

（秋田県医

師会館） 

・特別講演「One Healthの時代の薬剤耐性（AMR) 

 対策」 

 講師：東北大学大学院医学系研究科 総合感染  

        症学分野 感染制御・検査診断学分野 

                 教  授  賀 来 満 夫  先生 

・講演「大森山動物園に発生した高病原性鳥イ 

    ンフルエンザについて」 

 講師：秋田市大森山動物園 園長 小松 守 先生 

会員 

３２名 

 

医師会 

  １５名 

 

 

（２）獣医療研修会等開催事業 

開催期日 開催場所 講習内容・講師 参加人数 

平成 29 年 

8 月 24 日 

秋田市 

イヤタカ 

演題：山形県における NOSAI の農場 HACCP

構築支援（肥育牛、乳牛）について 

講師：農場 HACCP 審査員 山形県農業共済 

   組合 山形家畜診療研究所  

           渡辺栄次所長 

会員 

   １５名 

会員外 

  １９名 

 

６ 動物愛護・保護の普及啓発事業 

  県や関係団体と共催で動物愛護フェスティバルを開催するとともに、リーフレットやポス 

 ターを作成・配布し、動物愛護・保護精神の普及啓発を図った。 

  （１）県、関係団体と年１回動物愛護フェスティバルを開催した。 

   開催月日：平成２９年９月２３日（土） 

   開催場所：秋田市「遊学舎」（ふれあい広場、会議棟、県民ギャラリーほか） 

   参加人数：１，０１１名 

   内  容：長寿動物飼い主表彰者【７７名うち犬５５名、猫２２名】 

        譲渡犬同窓会１４３名、ドッグダンスショー、福祉犬ふれあいデモ等 

（２）動物愛護フェスティバル開催中に県民ギャラリーにおいて各種リーフレット、ポスタ

ー等を配布し、動物愛護精神の普及啓発を図った。 

（３）８地域で年１回以上の適正飼養及び犬のしつけ方教室の開催並びに動物病院では随時 

   管理指導を実施した。  

開 催 月 日 開 催 場 所 参加人数 

5 月 13日 平鹿地域振興局車庫内   33名 

5 月 20日 湯沢市多目的広場 40名 

5 月 27日 仙北地域振興局建設部車庫及び駐車場 62名 

6 月 3日 由利本荘保健所駐車場 71名 
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6 月 11日 大曲西道路高架下運動公園（飯田運動公園） 62名 

6 月 18日 山本地域振興局車庫 45名 

6 月 24日 北秋田市役所車庫 24名 

9 月 30日 鹿角市アメニティパーク・倶楽部ハウス、アリーナ 24名 

10月 7日 若美コミュニティセンター前駐車場 30名 

 

（４）他団体と共催で高齢者等を対象に「動物による心の癒し」を実施して福祉事業へ参加 

するため、１１月１２日秋田市において一般公開セミナー「愛猫が幸せな高齢期を迎

えるために」を日本愛玩動物協会秋田県支所と共催で実施した。 

 

７ 学校飼育動物適正管理支援事業 

    小・中学校、幼稚園、特別支援学校等で、動物を活用した情操教育を実施するとともに学   

     校飼育動物の衛生と健康を保持し、効果的に教育活動が出来るように健康診断、診療、飼育 

   指導、助言等行い動物飼育を介した情操教育及び動物愛護の高揚に繋げた。 

    ① 秋田市内の小学校で飼育している兎等を対象に診療、健康診断、飼育指導・助言等を 

実施した。 

② 「命の教室」は５月３１日にかほ市象潟中学校をかわきりに、秋田市他の小・中学生等

で計７回開催し、参加人数は小・中学生、保護者等１，２０４名を対象に動物愛護等

の普及啓発を行った。 

 

８ 災害時動物救護対策事業 

    災害時における飼育動物の避難・救護体制を構築するため動物救護用物資の備蓄並びに 

   毎年度被災動物救護対策積立金を計上している。 

   （１）平常時の活動 

災害時における飼育動物の避難に関する心得、準備する日用品・器材、動物の訓練等

について、ホームページで飼い主に情報提供している。パンフレット「いつもいっしょ

にいたいから」ペット動物の災害対策を、狂犬病集合注射時及び講習会並びに動物愛護

フェスティバル２０１７あきた開催時に飼い主に配布。また、９月２４日秋田市「日本

赤十字秋田看護大学・短期大学グラウンド」で開催された「２０１７AKITAキャンプフ

ェス」に県と共催し、ペット迷子防止用ネームプレートの作成や防災グッズなどを展示

した。 

   （２）災害発生時の活動 

    ７月２２日からの記録的な大雨による大仙市、仙北市、横手市、秋田市などに住宅 
   の全半壊・浸水被害を受け、被災した会員や愛玩動物の有無について情報収集を行っ 
   た。 
    また、災害時の活動として現地対策本部並びに救護のためのシェルターの設置と被 
      災動物の健康診断、治療及び相談等の対応と不足する医薬品、器材の調達、被災地に 
      おける動物の医療救護、保護活動に関することをホームページ等で情報提供すること  
      としている。 
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９ 傷病野生鳥獣保護事業 

 野生動物の保護並びに傷病野生動物の治療を実施した。 

 また、県内在住の獣医師に対し、最新の情報や学術等を提供するための研修会を実施。 

 

Ⅲ．収益事業 

 証明書等頒布並びに県証紙取扱事業 

 １ 証明書等頒布及び県証紙取扱事業 

（１）獣医療証明書等頒布事業 

       獣医師法、獣医療法、薬機法等で診療等の際に交付が義務付けられている証明書 

      等の頒布。A様式１６０冊、B様式０冊、指示書２冊、９７，８００円 

 

（２）県証紙取扱事業 

   県証紙条例に基づき県証紙を取り扱い１３１件、２，１１８，７００円の売り上 

  げ。 

 

Ⅳ．その他の事業（相互扶助等事業） 

 相互扶助等事業 

 １ 会員の互助・福利厚生事業 

      ・獣医師総合生命福祉共済保険への加入者数(５０名) 

 ２ 表彰等事業 

・日本獣医師会会長表彰者（２名） 

・秋田県知事表彰者（３名予定） 

      ・秋田県獣医師会会長表彰者(７名) 

  （３）慶弔関係事業 

     ・慶弔金給付規程により給付者（８名） 

 

Ⅴ．管理・運営事業（法人会計） 

１ 総会、理事会、監査 

（１）総 会 

       公益社団法人 秋田県獣医師会 平成２９年度通常総会 

       開催期日 平成２９年６月１６日（金） 

       開催場所 秋田市「イヤタカ」 

       議事、案件の概要 

         北秋田支部の佐藤伸行会員が議長に選任され、平成２８年度事業報告、貸借対照表、

正味財産増減計算書、財産目録、役員の選任についてが提案され、全議案原案どおり承

認された。また、平成２９年度事業計画、収支予算書（正味財産増減方式）について、

平成２７年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（秋田）の収支決算報告がなされた。 

       会員２８１名、出席会員２１２名（本人出席 70 名、委任状出席 51名、書面表決 91名） 
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（２）理 事 会 

回 次 期  日 場 所 審 議 事 項 等 

第 1回 平成 29年 5月 19日 秋田市 

イヤタカ 

・平成 28年度事業報告、貸借対照表、正味 

財産増減計算書、財産目録の承認について 

・監査報告について 

・平成 29年度総会提出案件について 

・理事・監事の推薦について 

・部会委員の変更について 

・会員の動向について 

・総会議長候補他について 

・理事 11名出席  監事 3名出席 

第 2回 平成 29年 6月 16日 秋田市 

イヤタカ 

・平成 29 年度通常総会の進行・運営につ

いて 

・各支部の役員について 

・会員の動向について 

・理事 13名出席 監事 3名出席 

第 3回 平成 29年 6月 16日 秋田市 

イヤタカ 

・正・副会長並びに常務理事の選任について 

・専門部会部会長の選任について 

・理事 13名出席 監事 4名出席 

第 4回 平成 29年 9月 27日 秋田市 

イヤタカ 

・平成 29 年度東北地区獣医師大会・三学会

について 

・狂犬病予防注射事故規程の一部改正（案）

について 

・会員の動向について 

・理事 11名出席 監事 4名出席 

第 5回 平成 29年 12月 20日 秋田 

ビューホテル 

・平成 29年度中間事業・決算報告について 

・平成 29年度狂犬病予防注射実績について 

・中間監査報告について 

・特定資産の普通預金から決済預金への変更

について 

・補正予算（案）について 

・会員の動向について 

・理事 11名出席 監事 3名出席 

第 6回 平成 30年 3月 16日 秋田市 

イヤタカ 

・平成 30年度事業計画（案）について 

・平成 30年度予算（案）について 

・平成 29年度狂犬病予防注射実績見込み 

・秋田県獣医師会創立 70 周年記念事業につ

いて 

・平成 30年度広報活動について 
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・会員の動向について 

・理事 10名出席 監事 3名出席 

 

（３）監事会 

回 次 期  日 場 所 審 議 事 項 等 

第 1回 平成 29年 5月 8日 県獣事務室 ・平成 28 年度事業報告及び正味財産増減

計算書、貸借対照表・財産目録等の監査 

・監査の結果適正と認められた。 

第 2回 平成 29年 11月 15日 県獣事務室 ・平成 29年度中間監査（事業・決算）報告 

・監査の結果適正と認められた。 

 

２ 会議等開催状況 

（１）正副会長会議 

回 次 期  日 場 所 審 議 事 項 等 

第１回 平成 29年 5月 11日 県獣事務室 ・平成 29年度第 1回理事会提出議案 

第 2回 平成 29年 9月 12日 県獣事務室 ・平成 29年度第 4回理事会提出議案 

第 3回 平成 29年 12月 5日 県獣事務室 ・平成 29年度第 5回理事会提出議案 

第 4回 平成 30年 3月 7日 県獣事務室 ・平成 29年度第 6回理事会提出議案 

 

（２）専門部会会議 

部会名 開催期日 開催場所 主な検討事項 

産業動物 平成 29年 7月 6日 県獣事務室 ・平成 29年度東北地区獣医師大会並びに三

学会開催計画について 

・日本産業動物獣医学会（東北地区）におけ

る学術発表について 

・産業動物講習会の開催について 

公衆衛

生・人獣

共通感染

症 

平成 29年 7月 3日 県獣事務室 ・平成 29年度東北地区獣医師大会並びに三

学会開催計画について 

・日本獣医公衆衛生学会（東北地区）におけ

る学術発表について 

・公衆衛生・人獣共通感染症講習会の開催に

ついて 

小動物・

狂犬病予

防 

（第 1回） 

平成 29年 7月 5日 

 

県獣事務室 

 

・平成 29年度東北地区獣医師大会並びに三

学会開催計画について 

・日本小動物獣医学会（東北地区）における

学術発表について 

・小動物講習会について 

・狂犬病予防注射実施頭数の減少対策につ 

いて 
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・狂犬病に関する研修会について 

小動物・

狂犬病予

防 

（第 2回） 

平成 30年 1月 31日 

 

県獣事務室 

 

・平成 30年度秋田県獣医師会の狂犬病予防

接種月間における広報について 

広報 

（第 1回） 

平成 29年 8月 18日 県獣事務室 ・秋田県獣医師会の広報について 

・来年度の狂犬病予防接種月間の広報につ 

 いて 

・雑誌 115号の編集並びに発刊について 

広報 

（第 2回） 

平成 30年 1月 18日 県獣事務室 ・秋田県獣医師会雑誌 116号の編集並びに 

発刊について 

・平成 30年度秋田県獣医師会の年間を通し 

 た広報及び狂犬病予防接種月間の広報に 

 ついて 

 

（３）支部事務担当者会議 

開催期日 開催場所 会 議 内 容 

平成 29年 7月 20 日 県獣事務室 ・平成 29年度事業計画及び収支予算について 

・平成 29年度東北地区獣医師大会並びに三学会の

開催計画について 

・平成 29年度各種講習会並びにイベントについて 

・平成 28年度狂犬病予防注射実施状況について 

・平成 29年度 6月末までの実施状況と今後の見通

しについて 

・狂犬病予防注射実施頭数の減少対策等 

について 

・平成 29年度狂犬病予防事業等の留意点について 

平成 30年 1月 16 日 県獣事務室 ・平成 29年度中間事業・決算報告について 

・補正予算について 

・平成 29年度 9月末までの狂犬病予防注 

 射実績状況と今後の見通しについて 

・狂犬病予防注射事故対策規程の一部改正について 

・来年度の狂犬病予防事業の留意点について 

 

（４）選挙管理委員会 

開催期日 開催場所 審 議 事 項 等 

平成 29年 4月 5日 県獣事務室 ◇第 1回選挙管理委員会 

・選挙までの日程について 
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（５）事故対策部会 

 

３ 会議行事等の概要 

開催期日 行 事 名 開催地 主な内容 

平成 29 年

4 月 6 日 

 

平成 29 年度東北地区獣

医師会事務局長会議 

 

青森市 

 

・平成 29年度東北地区獣医師大会・三学会

の開催計画 

・日本獣医師会に対する要望について 

・平成 29年度委託講習会の開催他 

平成 29 年

4 月 7 日 

 

 

平成 29年度東北獣医師

会連合会理事会・代議員

会 

 

青森市 

 

・平成 28年度事業報告・収支決算 

・平成 29年度事業計画・収支予算 

・平成 29年度東北地区獣医師大会・三学  

 会の開催について 

・日本獣医師会に対する要望他 

平成 29 年

4 月 20 日 

秋田県生活衛生課市町

村担当者会議 

秋田市 ・平成 29年度公益社団法人秋田県獣医師  

 会の事業計画及び狂犬病事業等について 

平成 29 年

4 月 21 日 

平成 29 年度獣医学術

東北地区学会幹事会 

青森市 ・平成 29 年度獣医学術東北地区学会(三

学会)の開催について 

・獣医学術東北地区学会規約について 

・獣医学術東北地区学会褒賞選考要領に

ついて 

・東北地区三学会の運営について 

平成 29 年

5 月 18 日 

平成 29 年度家畜衛生

推進会議 

秋田市 ◇本年度の家畜防疫衛生対策事業等に

ついて 

・総務・衛生指導班関係事業について 

・防疫班、病性鑑定班の関係事業及び連

絡事項について 

  

・任期満了に伴う役員改選選挙の告示について 

平成 29年 5月 29 日 県獣事務室 ◇第２回選挙管理委員会 

・役員選任規程第 8 条に基づく立候補届出 

 書の確認および立候補者の決定 

・選挙管理規程第 7 条に基づく立候補者の公示 

開催期日 開催場所 審 議 事 項 等 

平成 29年 8月 29 日 県獣事務室 ◇第 1回事故対策部会 

・狂犬病予防注射事故について 

・狂犬病予防注射事故対策規程の見直しについて 
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平成 29 年

5 月 25 日 

平成 29 年度消費者安

全・安心セミナー 

秋田市 ・食物アレルギーと食品表示 

・食の安全について～氾濫する情報に惑 

 わされない消費者になるために～ 

 講師：食生活ジャーナリスト 

       佐 藤 達 夫 氏 

平成 29 年

6 月 19 日 

秋田県農業共済組合

連合会損害評価委員

会 

秋田市 ・損害評価会長の互選及び職務代行者の 

 指名について 

・部会委員の指名について 

・部会長及び職務代行者の指名について 

・損害評価会の決議について 

平成 29 年

6 月 22 日 

第７４回日本獣医師

会通常総会 

東京都 ・平成 28 年度事業報告の件について 

・平成 28 年度決算の件 

・平成 29 年度事業計画の件 

・平成 29 年度予算の件 

・平成 29 年度会費及び賛助会費の件 

・役員選任の件 

平成 29 年

6 月 27 日 

平成 29 年度秋田県農

業公社通常総会 

秋田市 ・平成 28 年度事業報告及び財務諸表等 

 の承認について 

・平成 29 年度借入金限度額の変更につ 

 いて 

・役員の任期満了に伴う選任について 

平成 29 年

6 月 30 日 

秋田県畜産技術者連

盟総会 

秋田市 ・平成 28 年度事業報告及び決算につい 

 て 

・平成 29 年度事業計画及び予算（案）

について 

平成 29 年

7 月 7 日 

平成 29 年度動物愛護 

フェスティバル実行 

委員会 

 

秋田市 ・動物愛護フェスティバル 2016 あきた

報告について 

・動物愛護フェスティバル 2017 あきた

（仮称）の開催について 

 

平成 29 年

7 月 14 日 

平成 29 年度全国獣医

師会事務事業推進会

議 

東京都 ・平成 29 年度日本獣医師会各種事業に 

ついて担当者が説明 

・平成 28 年度地区大会決議・要望事項 

等に対する対応について 

・2017 動物感謝デーin Japan（駒沢オ  

 リンピック公園）開催について 
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平成 29 年

7 月 22 日 

平成 29 年度農林水産祭

参加行事（第 96 回秋田

県畜産共進会） 

由利本荘

市 

・畜産相談所の開設 

・開会式、審査、審査解説、額章贈呈                                              

・県有種雄牛等展示 

・閉会式（審査講評、褒賞授与式） 

平成 29 年

7 月 25 日 

秋田県獣医師会と秋田

県医師会との連携につ

いて 

秋田市 ・秋田県医師会感染症等危機管理委員会

常任理事と平成 29 年度事業内容につい

て協議 

平成 29 年

7 月 29 日 

平成 29 年度畜産試験場

研究運営協議会 

大仙市 ・平成 28 年度終了課題について 

・平成 28 年度途中から新たに開始した

課題について 

平成 29 年

8 月 19 日 

平成 29 年度秋田県畜産

まつり及び宮城全共壮

行会 

由利本荘

市 

・畜産まつり各種イベント 

・第 11 回全国和牛能力共進会壮行会 

 佐竹知事激励の言葉、出品者及び出品

牛の紹介、出品者決意表明 

・第 96 回秋田県畜産共進会 

 農林水産大臣賞授与式 

平成 29 年

8 月 30 日 

平成 29 年度第 1 回秋田

県医師会と秋田県獣医

師会の学術協定書に基

づく会議 

秋田市 

 

・医師会と獣医師会の学術連携に係る 

 これまでの経緯 

・獣医師会の組織図及び役員紹介 

・人の健康に係わる秋田県医師会と秋 

 田県獣医師会の協働委員会規（案） 

平成 29 年

9 月 7～8日 

第 11 回全国和牛能力共

進会（和牛の祭典 2017  

in みやぎ） 

仙台市 ・開会式  

・第１区若雄の部（出品牛 22 頭）審査 

・復興特別出品区（高校の部）審査 

・第 2 区及び 6 区の審査  

平成 29 年

9 月 23 日 

動物愛護フェスティバ

ル２０１７あきた 

秋田市 ・長寿動物飼い主表彰 

・長寿動物表彰犬・猫写真展示 

・譲渡犬同窓会等 

平成 29 年

9 月 24 日 

２０１７AKITA 防災キ

ャンプフェス 

秋田市 ・県生活衛生課及び動物管理センターと

共催し、ペット動物の災害対策のための

パンフレット（いつもいっしょにいたい

から）の配布・普及活動を実施 

平成 29 年

9 月 29 日 

平成 29 年度全国獣医師

会会長会議 

東京都 ・九州北部豪雨に関する件 

・特別委員会及び部会委員会に関する件 

・当面の課題への対応方針（ロードマッ

プの策定）に関する件 

・世界獣医師大会及びアジア獣医師連合

代表者会議に関する件他 
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平成 29 年

9 月 30 日 

２０１７動物感謝デー

in Japan “ World 

Veterinary Daｙ” 

東京都 

 

・東北地区獣医師会連合会ブースで、県

産リンゴジュース１００袋をプレゼン

トして秋田県をＰＲ 

平成 29 年

10 月 16 日 

公益社団法人立入検査 県獣事務

室 

・公益法人移行後、2 回目の立入検査実 

 施 

平成 29 年

10 月 20 日 

北東北しゃくなげ会 盛岡市 

 

・役員会の開催（岩手・青森・秋田県） 

・第 9 回北東北しゃくなげ会研修会 

【演題】カウコンフォートについて 

【講師】酪農学園大学獣医学群 

    教授 田中 健 先生 

平成 29 年

11 月 12 日 

一般公開セミナー 

「愛猫が幸せな高齢期

を迎えるために」 

秋田市 ・愛猫が長生きするために、気をつけ 

 なければならない、生活環境や健康 

 管理について 

【講師】（公社）日本愛玩動物協会 

     千葉県支所長 駒田房江 先生 

平成 29 年

11 月 16～

17 日 

平成 29 年度北海道・東

北地区獣医師会事務局

会議 

宮城県 

松島町 

・平成 29 年度北海道及び東北地区獣医 

 師大会・地区学会開催概要について  

 （北海道・青森県） 

・平成 29 年度各獣医師会の事業計画概  

 要について 

・平成 29 年度日本獣医師会委託講習会 

 について 

・平成 30 年度東北地区獣医師大会にお 

 ける日本獣医師会に対する要望事項 

・地方獣医師会を巡る諸問題について 

平成 29 年

11 月 17日 

平成２９年度環境・保健

事業功労者表彰式 

秋田市 ・狂犬病予防功労者として、伊豆肇・  

 髙橋修二会員（由利支部）、小松茂 

 会員（仙北支部）が表彰状授与 

平成 29 年

11 月 27 日 

ワンヘルスに関する連

携シンポジウム 

－薬剤耐性（AMR）対策－ 

東京都 ・厚生労働省主催によるシンポジウム  

 （農林水産省・日本医師会・日本獣医師会が  

  共催） 

・【基調講演】 

 厚生労働省における AMR の取り組み 

 【講師】 

 厚生労働省健康局結核感染症課 

       課長 三宅邦明 先生  

・【講演１】3 題、【講演 2】3 題  
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平成 29 年

11 月 28日 

公益法人セミナー 秋田市 ・セミナー第１部 

 秋田県の状況について 

 （秋田県総務部総務課公益法人班 

            古畑範行 副主幹） 

・セミナー第 2 部 

 移行法人の運営上の課題・問題点・  

 遵守すべきポイント 

 （辻・本郷税理士法人公益法人部 

             課長 上仲孝明） 

平成 29 年

12 月 14 日 

公務員獣医師の処遇改

善に関する要請活動 

秋田市 ・要請内容は、医師等に準じた獣医師 

 独自の給料表の創設等の処遇改善に 

 ついて秋田県知事及び人事委員会委 

 員長に要請 

平成 30 年

1 月 19 日 

第 63 回秋田県獣医畜産

技術研究発表会 

秋田市 ・来賓挨拶 

・発表演題１１題 

・特別講演 

 「動物検疫所の業務について」 

 講師：農林水産省動物検疫所 北海 

    道・東北支所 仙台空港出張所   

    所長 鈴木章則 先生 

平成 30 年

1 月 21 日 

動物福祉基本セミナー 秋田市 ・演題：「動物の福祉って何」 

    ～不幸な動物をつくらないために 

      私たちができること～ 

  講師：公益社団法人日本動物福祉協会 

       獣医師・調査員 町屋 奈 先生 

平成 30 年

1 月 25～26

日 

平成 29 年度北海道・東

北地区獣医師会事務局

会議 

山形県天

童市 

・平成 30 年度東北地区獣医師大会・獣 

 医学術東北地区学会の開催計画 

・平成 30 年日本獣医師に対する要望事 

 項について 

・地方会を巡る諸問題ほか 

平成 30 年

2 月 2 日 

平成 29 年度家畜衛生協

議会 

秋田市 ・平成 29 年度自衛防疫強化対策事業進 

 捗状況 

・平成 30 年度予防接種事業に係る経費 

 と農家手数料（案） 

・牛伝染性疾病発生予防について 

平成 30 年

2 月 17 日 

平成 30 年度秋田県公衆

衛生獣医師協議会総会 

秋田市 ・平成 29 年度事業報告及び収支決算報 

 告 

・平成 30 年度事業計画及び収支予算 

 （案）ほか 
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平成 30 年

2 月 22 日 

損害評価会家畜共済部

会 

秋田市 ・平成 30 年度家畜共済評価基準に資す 

 る評価資料の適否 

・平成 30 年度廃用家畜に適用する基準 

 単価の適否ほか 

平成 30 年

2 月 22 日 

平成 29 年度放牧活用高

付加価値畜産物生産促

進事業に係る放牧推進

会議 

秋田市 ・平成 29 年度放牧活用高付加価値畜産 

 物生産促進事業の推進 

・牛の放牧における衛生対策 

・ICT や AI を活用した新たな放牧技術 

 の展開方法 

平成 30 年

2 月 24 日 

犬と楽しく暮らすため

に（パピー教室）と猫の

飼い方教室 

秋田市 ・オペラント技法によるしつけ基本動 

 作のトレーニング 

  国際畜犬連盟公認訓練士  

                   保坂  繁 先生 

・相談事例から見た猫とのつきあい方 

 秋田市保健所 衛生検査課  

    参 事  佐藤 佐十志 先生 

平成 30 年

2 月 27 日 

第 2 回秋田県畜産研修

会 

秋田市 ・第一部「肉用牛の増頭推進」 

 【講演】：現場指導でいま何が求められてい

     るか！ 

 【講師】：（有）コーシンファーム

             専務取締役 小池 久吉 氏 

・第二部「和牛繁殖から販売まで」 

 【講演】：家族の絆で出来た肉牛６次産業化 

 【講師】： 秋田県羽後町 佐藤 弘 氏 

平成 30 年

3 月 8 日 

秋田県農業公社 

第 4回理事会 

秋田市 ・平成 30 年度事業計画及び収支予算、 

 賦課金の額及び徴収方法について 

・理事の補充選任ほか 

平成 30 年

3 月 27 日 

秋田県農業公社臨時総

会 

秋田市 ・平成 30 年度事業計画及び収支予算、 

 賦課金の額及び徴収方法について 

・理事の補充選任 

平成 30 年

3 月 27 日 

秋田県農業公社 

第 5回理事会 

秋田市 ・専務理事の選任について 

・理事長及び専務理事の報酬月額の改 

 定について 

・事務局長の任命について 
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４ 専門部会委員名簿（平成２９年度総会の日から平成３１年度総会の日まで）

◎は部会長又は委員長、〇は副部会長又は副委員長

（１）産業動物部会委員（８名）

氏 名 所 属 適 用

◎藤原 憲 雄勝支部（開業） 県獣理事

○太田 和広 仙北支部（県南家畜診療所）

工藤 一磨 秋田支部（畜産振興課）

伊藤 隆 秋田支部（中央家畜保健衛生所） 幹事

伊豆 肇 由利支部（開業）

小野寺 亨 仙北支部（畜産試験場）

武田 浩輝 横手支部（開業）

鎌田 久祥 北秋田支部（北部家畜保健衛生所）

（２）小動物・狂犬病予防部会委員（８名）

氏 名 所 属 適 用

◎斎藤 豪 秋田支部（開業） 県獣理事

櫻田フジト 秋田支部（動物管理センタ－）

若松 清則 北秋田支部（開業）

松野 実 秋田支部（開業）

長谷川博之 仙北支部（大仙保健所）

高橋 広志 秋田支部（秋田市保健所）

小野 郁男 由利支部（開業） 幹事

小南 好慎 仙北支部（開業）

（３）公衆衛生・人獣共通感染症部会委員（７名）

氏 名 所 属 適 用

◎齊藤志保子 秋田支部（県健康環境センター） 県獣理事

金 和浩 秋田支部（生活衛生課）

菊地美貴子 秋田支部（秋田市食肉衛生検査所）

堀内 和之 山本支部（能代保健所） 幹事

小沼 成尚 秋田支部（南部家畜保健衛生所）

三浦 匡哉 秋田支部（大森山動物園）

渡邊万喜子 鹿角支部（秋田県食肉衛生検査所） 新規

◆秋田県医師会との連携に係る委員会（７名）

氏 名 所 属 適 用

◎斎藤 豪 秋田支部 県獣理事

〇小松 守 秋田支部（大森山動物園）

松田 幸久 秋田支部（秋田大学医学部非常勤講師）

佐藤 行 秋田支部（中央家畜保健衛生所）

齊藤 志保子 秋田支部（健康環境センター）

渡辺 万喜子 鹿角支部（秋田県衛生食肉検査所）

吉野 喜明 秋田支部（秋田市衛生食肉検査所）
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（４）広報部会委員（６名）

氏 名 所 属 適 用

◎嵯峨 裕 秋田支部 県獣理事

高橋 俊嗣 秋田支部（生活衛生課）

小松 守 秋田支部（大森山動物園）

小林 敏 秋田支部 (開業）

伊藤 賢 秋田支部 (開業）

佐々木専悦 仙北支部（畜産試験場）

◆情報の高度活用及び獣医師会雑誌編集委員会委員（６名）

氏 名 所 属 適 用

◎高橋 俊嗣 秋田支部（生活衛生課）

〇木村 衆 秋田支部（畜産振興課）

庄司 浩 北秋田支部（県北家畜診療所）

柿野 淳 秋田支部（開業）

佐々木 専悦 仙北支部（畜産試験場）

髙橋 拓 秋田支部（大森山動物園）

（５）組織財政部会委員（６名）

氏 名 所 属 適 用

◎高橋 雅博 仙北支部（開業） 県獣理事

〇鈴木 篤 秋田支部 (開業)

鈴木 敏規 由利支部 (開業)

加賀 千光 山本支部（開業）

加沢 敏明 仙北支部（開業）

與齊 和博 由利支部（開業）

３ 事故対策委員会委員（５名）

氏 名 所 属 適 用

庄司 浩久 秋田支部（動物管理センタ－）

若松 清則 北秋田支部（開業）

金 和浩 秋田支部（生活衛生課）

佐藤 林治 由利支部（県獣理事） 副会長

明石 良平 北秋田支部（県獣理事） 副会長

４ 選挙管理委員会（５名）

氏 名 所 属 適 用

◎小玉 要三 秋田支部

〇與齊 俊雄 由利支部（開業）

加賀 千光 山本支部

佐々木達吉 秋田支部

小西 潤一 横手支部（開業）
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        負債及び正味財産合計 56,757,716 52,936,674 3,821,042

        （ う ち 特 定 資  産  へ の 充 当 額 ） (27,283,933) (24,845,433) (2,438,500)

        正味財産合計 41,073,596 38,878,140 2,195,456

        指定正味財産合計 0 0 0

  ２．一般正味財産 41,073,596 38,878,140 2,195,456

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

      負債合計 15,684,120 14,058,534 1,625,586

        役  員   退   職   慰   労   引   当  金 960,000 480,000 480,000

      固定負債合計 960,000 480,000 480,000

      流動負債合計 14,724,120 13,578,534 1,145,586

  ２．固定負債

        未                 払                 金 173,902 248,770 -74,868

        預                 り                 金 3,007,718 3,123,764 -116,046

  １．流動負債

        買                 掛                 金 11,542,500 10,206,000 1,336,500

      資産合計 56,757,716 52,936,674 3,821,042

Ⅱ　負債の部

      固定資産合計 27,363,528 25,509,654 1,853,874

        敷                                    金 30,000 30,000 0

      その他固定資産合計 79,595 184,221 -104,626

        什          器           備           品 49,595 125,346 -75,751

        ソ     フ      ト      ウ      ェ     ア 0 28,875 -28,875

    (3) その他固定資産

        積          立           預           金 26,323,933 24,845,433 1,478,500

      特定資産合計 27,283,933 25,325,433 1,958,500

    (2) 特定資産

        退   職   給    付    引    当   資   産 960,000 480,000 480,000

  ２．固定資産

        未                 収                 金 0 96,800 -96,800

        前          払           費           用 109,000 77,000 32,000

      流動資産合計 29,394,188 27,427,020 1,967,168

        貯                 蔵                 品 14,256,700 15,563,850 -1,307,150

        立                 替                 金 0 20,000 -20,000

  １．流動資産

        現金預金 15,028,488 11,669,370 3,359,118

貸借対照表
平成30年 3月31日現在

公益社団法人　秋田県獣医師会 （単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　資産の部
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貯蔵品内訳書

相手先 摘　　　　　要

小田島商事(株） 平成30年2月購入分ワクチン 5,925,150

ＭＰアグロ(株） 平成30年2月購入分ワクチン 5,617,350

平成29年度購入ワクチン在庫 2,494,800

販売用県証紙棚卸 123,900

販売用証明書棚卸 95,500

合　　計 B/S 14,256,700

前払費用内訳書

相手先 摘　　　　　要

損保ジャパン 平成30年度狂犬病予防注射事業賠償責任保険 27,000

（有）越前ビル 山本支部4月分事務所賃借料 32,000

貸主　池田則男 由利支部4月分事務所賃借料 50,000

合　　計 B/S 109,000

当期末残高

当期末残高
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買掛金内訳書

相手先 摘　　　　　要

小田島商事(株） 平成30年2月購入分ワクチン 5,925,150

ＭＰアグロ(株） 平成30年2月購入分ワクチン 5,617,350

合　　計 B/S 11,542,500

未払金内訳書

相手先 摘　　　　　要

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分電話料金 7,201

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分携帯電話料金 2,965

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分携帯電話料金 1,799

リコージャパン（株） 平成30年3月分プロバイダー料金 3,456

秋田ゼロックス(株) 平成30年3月分セキュリティーサービス利用料 9,504

（株）トラパンツ 平成30年3月分サーバー、システム利用料 8,640

日本郵便（株） 平成30年3月分後納郵便料金 3,390

佐川急便（株） 平成30年3月分運賃 907

(株)合川環境 平成30年3月分産業廃棄物処理料 4,320

(株)山二 平成30年3月分灯油料金 4,212

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分電話料金      (北秋田支部） 7,311

ヤマト運輸(株) 平成30年3月分運賃 　　　　   (北秋田支部）　 9,828

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分電話料金      (秋田支部） 5,340

キャノンマーケティングジャパン(株 平成30年3月分コピー料金    (秋田支部） 33,150

日本郵便（株） 平成30年3月分後納郵便料金(秋田支部） 2,278

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分電話料金      (山本支部） 9,001

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分電話料金      (由利支部） 9,954

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分電話料金      (由利支部） 10,136

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分電話料金      (仙北支部） 8,968

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分電話料金      (仙北支部） 9,055

鈴木商事(株) 平成30年3月分ガス料金　  　（仙北支部） 5,088

NTTファイナンス（株） 平成30年2月分電話料金      (横手支部） 9,542

NTTファイナンス（株） 平成30年3月分電話料金      (横手支部） 7,857

合　　計 B/S 173,902

預り金内訳書

相手先 摘　　　　　要

日本年金機構 平成30年3月支給分社会保険料 73,468

秋田支部各獣医師 注射料金、済票、鑑札代 2,934,250

合　　計 B/S 3,007,718

当期末残高

当期末残高

当期末残高
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( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

  １．経常増減の部

    (1) 経常収益

正味財産増減計算書
平成29年 4月 1日から平成30年 3月31日まで

公益社団法人　秋田県獣医師会 （単位:円）
科        目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

当年度 前年度 増  減

        特    定    資     産     運    用    益 34 89 △ 55

          受       取        入        会       金 20,000 70,000 △ 50,000

        受          取           会           費 16,554,000 17,162,800 △ 608,800

          特   定   資    産    受    取   利   息 34 89 △ 55

        受       取        入        会       金 20,000 70,000 △ 50,000

        事          業           収           益 90,959,500 95,145,000 △ 4,185,500

          狂 犬  病  予  防  推  進  事  業  収 益 88,840,800 92,102,400 △ 3,261,600

          一     般      受      取      会     費 3,388,000 3,514,000 △ 126,000

          特     別      受      取      会     費 13,166,000 13,648,800 △ 482,800

          登   録   事    務    受    託   収   益 228,810 240,944 △ 12,134

          済  票  交  付  事   務   受  託  収  益 2,259,327 2,356,118 △ 96,791

          県  証   紙   売   捌   事   業   収  益 2,118,700 3,042,600 △ 923,900

        受     取      補      助      金     等 5,070,118 5,186,569 △ 116,451

        受       取        負        担       金 0 129,620 △ 129,620

          受       取        負        担       金 0 129,620 △ 129,620

          通   知   事    務    受    託   収   益 2,518,193 2,498,140 20,053

          日  獣   講   習   会   受   託   収  益 63,788 91,367 △ 27,579

          雑                 収                 益 245,116 342,216 △ 97,100

        経常収益計 112,848,859 118,036,444 △ 5,187,585

        雑                 収                 益 245,207 342,366 △ 97,159

          受          取           利           息 91 150 △ 59

        事                 業                 費 103,105,537 108,547,644 △ 5,442,107

          役          員           報           酬 2,710,000 2,795,687 △ 85,687

    (2) 経常費用

          退     職      給      付      費     用 384,000 384,000 0

          福       利        厚        生       費 1,502,832 1,538,063 △ 35,231

          給          料           手           当 7,032,082 6,915,149 116,933

          臨       時        雇        賃       金 2,741,795 3,109,487 △ 367,692

          技                 術                 料 49,372,500 51,183,000 △ 1,810,500

          会                 議                 費 344,180 335,925 8,255

          県     証      紙      仕      入     高 2,118,700 3,042,600 △ 923,900

          薬                 品                 費 13,312,350 13,555,350 △ 243,000

          減       価        償        却       費 101,738 138,123 △ 36,385

          消          耗           品           費 2,006,166 2,154,952 △ 148,786

          旅       費        交        通       費 1,492,126 1,760,772 △ 268,646

          通       信        運        搬       費 2,908,380 2,995,821 △ 87,441

          広       報        活        動       費 801,512 585,572 215,940

          光       熱        水        料       費 693,146 677,174 15,972

          修                 繕                 費 17,820 17,820 0

          印       刷        製        本       費 1,743,851 1,815,842 △ 71,991

          諸                 謝                 金 231,685 107,960 123,725

          租          税           公           課 942,900 2,586,600 △ 1,643,700

          賃                 借                 料 9,532,655 9,733,510 △ 200,855

          保                 険                 料 218,750 217,886 864

          委                 託                 費 1,295,580 1,291,098 4,482

          雑                                    費 472,789 396,253 76,536

          支       払        負        担       金 377,000 475,000 △ 98,000

          支       払        助        成       金 751,000 734,000 17,000
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( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

          給          料           手           当 395,230 391,587 3,643

          臨       時        雇        賃       金 40,500 10,000 30,500

        管                 理                 費 7,466,266 7,731,402 △ 265,136

          役          員           報           酬 1,204,000 1,217,922 △ 13,922

          会                 議                 費 654,579 707,626 △ 53,047

          旅       費        交        通       費 714,090 638,640 75,450

          退     職      給      付      費     用 96,000 215,994 △ 119,994

          福       利        厚        生       費 223,745 219,886 3,859

          消          耗           品           費 199,556 218,181 △ 18,625

          修                 繕                 費 125,928 114,048 11,880

          通       信        運        搬       費 151,321 153,476 △ 2,155

          減       価        償        却       費 2,888 6,930 △ 4,042

          賃                 借                 料 265,268 252,250 13,018

          諸                 謝                 金 732,126 739,612 △ 7,486

          印       刷        製        本       費 492,372 572,292 △ 79,920

          光       熱        水        料       費 56,344 51,095 5,249

          支       払        寄        付       金 0 100,000 △ 100,000

          雑                                    費 91,839 30,383 61,456

          租          税           公           課 480 4,480 △ 4,000

          支       払        負        担       金 2,020,000 2,087,000 △ 67,000

          評価損益等計 0 0 0

          当期経常増減額 2,277,056 1,757,398 519,658

        経常費用計 110,571,803 116,279,046 △ 5,707,243

          評価損益等調整前当期経常増減額 2,277,056 1,757,398 519,658

    (2) 経常外費用

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

          法 人 税 及  び  住  民  税  、 事 業 税 81,600 81,600 0

        経常外費用計 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

          当期一般正味財産増減額 2,195,456 1,675,798 519,658

          一般正味財産期首残高 38,878,140 37,202,342 1,675,798

Ⅲ　正味財産期末残高 41,073,596 38,878,140 2,195,456

          当期指定正味財産増減額 0 0 0

          指定正味財産期首残高 0 0 0

当年度 前年度 増  減科        目

          指定正味財産期末残高 0 0 0

          一般正味財産期末残高 41,073,596 38,878,140 2,195,456

          税引前当期一般正味財産増減額 2,277,056 1,757,398 519,658

        経常外収益計 0 0 0
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 １．重要な会計方針

（3）引当金の計上基準

（4）消費税等の会計処理

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

５．リース取引の処理方法

（2）固定資産の減価償却の方法

（１）本計算書類は、公益法人会計基準（平成20年4月11日、平成21年10月16日改正内閣府公益認定等委員会）に

　　　基づき作成しております。

合計 1,323,000 1,273,403 49,597

（単位：円）

（単位：円）

　　　取得価額が10万円以上のものについて、見積耐用年数に基づいて、定額法で償却しております。

　　　退職給付引当金・・・期末現在の退職給付の要支給額に相当する金額を計上しております。

　　　税込方式を採用しております。

　　　なお、取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は４に記載のとおりであります。

減価償却累計額 当期末残高

什器備品 976,500 926,903 49,597

２.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

科      目

　　リース取引の処理方法は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　　尚、当該事業年度の末日における未経過リース料は1,666,155円であります。

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりです。

前期末残高 当期増加額

  東  北  大  会　　等   積   立   預   金 11,895,403 1,000,000

小      計

当期末残高当期減少額

特定資産

0

ソフトウェア 346,500 346,500 0

（単位：円）

科目 取得価額

  退   職   給    付    引    当   資   産 480,000 480,000 0 960,000

  周  年  記  念  事   業   積  立  預  金 3,477,454 0 0 3,477,454

  事   故   対    策    積    立   預   金 3,453,653 500,000 21,500 3,932,153

12,895,403

(960,000)

  被 災 動 物  救  護  対  策  積 立 預 金 6,018,923 (0) (6,018,923) (0)

小      計 27,283,933 (0) (27,283,933) (960,000)

合      計 27,283,933

  退   職   給    付    引    当   資   産 960,000 (0) (0) (960,000)
  東   北  大  会　 等   積   立   預   金 12,895,403 (0) (12,895,403) (0)

  事   故   対    策    積    立   預   金 3,932,153 (0) (3,932,153) (0)

  周  年  記  念  事   業   積  立  預  金 3,477,454 (0) (3,477,454) (0)

(0) (27,283,933)

1,980,000 21,500 27,283,933

25,325,433

特定資産

1,980,000

財務諸表に対する注記

３.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。

科      目 当期末残高
(うち指定正味財産 (うち一般正味財産 (うち負債に

からの充当額) からの充当額) 対応する額)

21,500 27,283,933

  被 災 動 物  救  護  対  策  積 立 預 金 6,018,923 0 0 6,018,923

合      計 25,325,433
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目的使用 その他

0 0

0 0

附属明細書

１．基本財産及び特定資産の明細

　　・基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表に対する注記２のとおりである。

（単位：円）

当期減少額

２．引当金の明細

合　　　　計 480,000 480,000 960,000

科      目 期首残高 当期増加額 当期末残高

役員退職給付引当金 480,000 480,000 960,000
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  　6142***　本会
  　0765***　本会
  　6139***　鹿角支部
  　6139***　北秋田支部

  　6139***　山本支部
  　6139***　秋田支部
  　6139***　由利支部
  　6139***　仙北支部
  　6139***　横手支部
  　6139***　雄勝支部
  秋田銀行秋田駅前支店

たもの。

   固定負債合計 960,000
     負債合計 15,684,120
     正味財産 41,073,596

  (固定負債)
                  役員退職慰労引当金 常務理事に対する退職金の支払いに備え 960,000

                    その他 秋田支部 2,934,250
   流動負債合計 14,724,120

                  預り金 3,007,718
                    社会保険 平成３０年３月支給分社会保険料 73,468

財産目録
平成30年 3月31日現在

公益社団法人　秋田 （単位:円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金        額

   流動資産合計

  (流動資産)
                  預金 普通預金 15,028,488
                    北都銀行秋田駅前支店

  　0302***  本会 14,578,175
                  120,000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

                    　0669***　本会 330,313

                  貯蔵品 14,256,700
                    ＭＰアグロ(株) 狂犬病注射ワクチン 8,112,150
                    小田島商事(株) 狂犬病注射ワクチン 5,925,150
                    県証紙 販売用県証紙棚卸 123,900
                    証明書 販売用証明書棚卸 95,500
                  前払費用 109,000

29,394,188
  (固定資産)
    特定資産 27,283,916

普通預金
                  退職給付引当資産   北都銀行秋田駅前支店 960,000
                    退職給付引当資産   　6072*** 役員の退職に備え役員退職慰労金の 960,000

期末要支給額を保全するもの

                  積立預金 26,323,933
                    東北大会等積立資産   　6072*** 公益目的事業保有財産である。 12,895,403

3,477,454
                    被災動物救護対策積立資産  　6107*** 公益目的事業保有財産である。 6,018,923

                    事故対策積立資産   　6072*** 公益目的事業保有財産である。 3,932,153
運用益を公益目的事業に資している。

                    周年記念事業積立資産   　6075*** 相互扶助等事業目的保有財産である。

   その他固定資産 79,595

                  什器備品 診察台、発電機 診察台、発電機は公益事業に供している 49,595
プロジェクター 資産である。プロジェクターは公益目的

事業９、法人事業１の割合で供している

資産である。

                  敷金 （有）越前ビル 山本支部事務所 30,000
27,363,528
56,757,716

   固定資産合計
     資産合計
  (流動負債)
                  買掛金 11,542,500

173,902
                    その他 173,902

  ＭＰアグロ(株) 平成３０年度使用ワクチン代金 5,617,350
5,925,150

                  
                    小田島商事(株) 平成３０年度使用ワクチン代金

                  未払金

-29-



                                                   

監 査 報 告 書

私たち監事は、公益社団法人秋田県獣医師会定款第 26 条及び監事監査規程第 9 条の規定に基づ

き、平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日までの事業年度の業務及び会計について監査を実

施しました。その方法及び結果について、次のとおり報告します。

１． 監査方法の概要

各監事は、理事会に出席するほか、理事から事業執行状況及び決算の内容について説明を受け

るとともに、重要な決裁書類等を閲覧し、事業報告書、計算書類（貸借対照表及び正味財産増減

計算書）及び附属明細書並びに財産目録について監査を実施しました。

２．監査の結果

（１）事業報告書は、法令及び定款並びに事業計画書に従い、法人の状況を正しく示しているも

のと認めます。

（２）計算書類及び附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況を正しく示してい

るものと認めます。

平成 30 年 5 月 8 日

公益社団法人秋田県獣医師会

監  事  宮 腰 智 也

監  事  簾 内  純

監  事  高 橋 朝 夫

監  事  石 上 靖 晃
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 第２号議案 役員の補充選任について 

 

 

役員立候補者名簿 

 
１．理事立候補者名簿 
氏  名 生 年 月 日 推 薦 区 分 勤 務 先 名 等 

 
小 西 潤 一 
 

 
昭和２５年１１月２０日 

 
 ７区 横手支部 

小田島商事株式会社 
横手営業所 
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報告事項１

平成３０年度事業計画、収支予算書（損益べ－ス）について

平成３０年度事業計画（案） 

 実施方針 

 公益社団法人として５年目を迎え、この間、高病原性鳥インフルエンザやジカ熱などの「人と動

物の共通感染症」が社会問題となるなど獣医師会を取り巻く環境は大きく変化し、求められるニー

ズも多様化してきている。 

このような中、「One World、One Health」の概念のもと、平成２７年１月、一般社団法人秋田県医師

会と「学術協力の推進に関する協定書」を締結し、協定書に基づき医師会と獣医師会の協働による「共通

テーマ」を検討し、情報の共有化やスキルアップのための講習会等を実施している。 

 平成２９年度から公益目的事業を「人と動物が共生する豊かで健全な社会形成を促進し、安全で安心な

県民生活の確保に寄与することを目的とする事業」に一本化し、これまで以上に組織の透明性（ディス

クロ－ジャ－）、統治能力（ガバナンス）、法令遵守（コンプライアンス）をより一層強化しなが

ら次の事業を効率的・効果的に実施する。

 

Ⅰ．公益目的事業 

 人と動物が共生する豊かで健全な社会形成を促進し、安全で安心な県民生活の確保に寄与 

することを目的とする事業 

 

１ 狂犬病等の人と動物の共通感染症予防推進事業 

（１）狂犬病予防事業 

     全てのほ乳類が感染する狂犬病は未だ世界各地で発生しており、流通の国際化などによ

り侵入経路が多様化していることから、引き続き県や市町村と連携して定期的な「集合注

射」を組織的に推進するとともに、「個別注射」についても動物病院等で随時実施する。 

また、狂犬病予防注射に起因する事故等が生じた場合は、狂犬病予防注射事故対策規程

に基づき迅速かつ的確に対処する。 

【狂犬病予防注射実施計画】

項  目 計画頭数 注射時期

集合注射 19,800 頭 Ｈ30 年 4 月～6 月

個別注射 13,200 頭 Ｈ30 年 4 月～31 年 3 月

 

（２）狂犬病以外の人と動物の共通感染症に関する普及啓発 

高病原性鳥インフルエンザ、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、ジカ熱などの人と動

物の共通感染症が大きな社会問題となっており、正しい知識を身につけ的確に対応する必

要があることから、県や医師会等と連携し、人と動物の共通感染症の発生予防や発生時の
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対応に関する講習会等を開催するとともに、県民を対象とした公開講座の開催、ホームページ

への掲載や各種イベントにおけるリーフレット等の配布などにより正しい知識の普及啓発を

図る。  
２ 身体障害者補助犬利用者への支援事業 

   身体障害者補助犬（盲導犬、聴導犬、介助犬等）利用者の社会参加への支援並びに補助犬の

健康保持を図るため狂犬病予防注射料金を支援する。また、日本盲導犬協会が行う盲導犬育成

募金への協力の呼びかけを推進する。 

 

３ 食中毒予防等対策事業 

   県民を対象に、生産から食卓までのフードチェーンにおける食中毒などを含む食品の安全・

安心に関する正しい知識の普及啓発に努めるため一般公開講座を開催する。また、県、市町村

等との共催で研修会を開催しリーフレットの配布による普及啓発をする。 

    

４ 高品質な家畜畜産物生産衛生対策事業 

産業動物に関わる獣医師等に対する研修を通し、家畜衛生や公衆衛生等に関する知識や技術 

の習得を図る。更に消費者の求める高品質で安心・安全な畜水産物の生産、普及に努め、家畜

改良を目的とする畜産共進会へ参加協力する。また、産業動物診療獣医師が投与する動物用医

薬品の適正使用指導を実施するとともに、薬剤耐性（ＡＭＲ）対策アクションプランに従い抗

菌剤の慎重使用の徹底を図る。 

 

５ 獣医学術向上及び研修会等開催事業 

   獣医学術や獣医療に関する最新の知識の習得と技術の研鑽、普及に努めるとともに、食の 

安全・安心の確保や動物愛護思想に基づく社会形成などの広範な社会責任を担っていること 

から、人材を育成し技術や知識の向上を図る。 

 

  （１）獣医学術向上普及啓発事業 

   ① 獣医学術学会や各種講習会の参加者に登録料や助成金を支給するとともに、発表者に対し

ては奨励金を交付し、獣医療の各分野における専門的知識、高度な技術の習得や人材育成を

図る。 
・平成３０年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 

開催予定月日：平成３１年２月８日（金）～１０日（日） 

参加予定人数：１５名 

開 催 主 催 : 公益社団法人日本獣医師会 

開 催 共 催 : 公益社団法人神奈川県獣医師会 

開催予定場所：横浜市 新横浜プリンスホテル 

開 催 内 容 : 国際シンポジウム、市民公開講座、医師会連携シンポジウム 

日本獣医師会・三学会（産業動物・小動物・獣医公衆衛生）他 
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      ・地区獣医師大会三学会 

       開催予定月日：平成３０年１０月１１日（木）～１２日（金） 

       開催予定場所：山形県山形市 山形国際ホテル 

      参加予定人数：５０名 

     ・獣医技術講習会（各年１回） 

      獣医公衆衛生 

       開催予定月日：平成３０年１１月 

       開催予定場所：秋田市  

      小動物臨床 

       開催予定月日：平成３０年１１月 

       開催予定場所：秋田市  

      産業動物 

       開催予定月日：平成３０年１０月 

       開催予定場所：秋田市  

 

②  最新の獣医学、高度獣医療技術等に関する専門分野別の研修会、講習会等を一定

回数受講した獣医師には公益社団法人日本獣医師会が修了証並びに認定証を交付し

ており、本会として参加を強力に促し、獣医師の生涯学習意欲を喚起する。 

 

   （２）獣医療研修会等開催事業 

     獣医療の各分野にわたる研修会等を開催し、獣医師の人材育成並びに資質の向上を図

る。 

 

６ 動物愛護・保護の普及啓発事業 

県や関係団体と共催で動物愛護フェスティバルを開催するとともに、リーフレットやポスター

を作成・配布し、動物愛護・保護精神の普及啓発を図る。 
また、各地で犬のしつけ方教室を開催するとともに動物病院等で管理指導を行い、飼育動物の

適正飼養を推進する。 

（１）県、関係団体と年１回動物愛護フェスティバルを開催する。 

      開催予定月日：平成３０年９月 

      開催予定場所：秋田市  

      参加予定人数：５００人 

      内    容：長寿動物飼い主表彰     

             動物とのふれあいコ－ナ－  

             愛玩動物写真コンテスト  

動物愛護の公開講座 

（２）リーフレット、ポスター等を作成し、動物愛護精神の普及啓発を図る。 

（３）８地域で年１回以上の適正飼養及び犬のしつけ方教室の開催並びに動物病院では随時

管理指導を実施する。 
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（４）他団体と共催で高齢者等を対象に「動物による心の癒し」を実施して福祉事業へ参加

する。 

 

７ 学校飼育動物適正管理支援事業 

    小・中学校、幼稚園、特別支援学校等で、動物を活用した情操教育を実施するとともに学 

校飼育動物の衛生と健康を保持し、効果的に教育活動が出来るように健康診断、診療、飼育 

指導、助言等行い動物飼育を介した情操教育及び動物愛護の高揚に繋げる。 

①  自治体と当会が協議協力して、各学校で飼育動物の健康診断、診療、飼育指導・助

言等を行う。 

②  学校飼育動物を介する教育活動について、学校、児童、ＰＴＡ、教育関係者、地区

住民等を対象に公開講座、研修会を開催して、動物愛護等の普及啓発をする。 

③  県機関と共催し動物を活用した心の授業に協力する。 

 

８ 災害時動物救護対策事業 

    災害時における飼育動物の避難・救護体制を構築し、災害発生に備える。 

 （１）平常時の活動 

     災害時における動物救護用物資の備蓄並びに毎年度被災動物救護対策積立金を計上す 

 るとともに、「災害時における飼育動物の避難に関する心得、準備する日用品・器材、 

 動物の訓練」等について、ホームページで飼い主に情報提供するとともに、県機関と共 

 催して公開講座を開催し普及活動を実施する。 

 （２）災害発生時の活動 

      現地対策本部並びに救護のためのシェルターの設置と被災愛玩動物の健康診断、治療 

 及び相談等の対応と不足する医薬品、器材を調達する。また、被災地における動物の医 

 療救護、保護活動に関することをホームページ等で情報提供する。 

 

 ９ 傷病野生鳥獣保護事業 

 野生動物の保護並びに傷病野生動物の治療等への協力をする。また、県内在住の獣医師   

 に対し、最新の情報や学術等を提供するための研修会を開催する。 

 

 

Ⅱ．収益事業 

証明書等頒布並びに県証紙取扱事業 

１   証明書等頒布及び県証紙取扱事業 

      （１）獣医療証明書等頒布事業 

       獣医師法、獣医療法、薬機法等で診療等の際に交付が義務付けられている証明書等 

            を診療獣医師に頒布する。 

      （２）県証紙取扱事業 

      秋田県証紙条例に基づき県証紙を取り扱う。 
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Ⅲ．その他の事業（相互扶助等事業） 

相互扶助等事業 

１   相互扶助等事業 

（１）会員の互助・福利厚生事業 

        ・獣医師総合生命福祉共済保険へ加入促進する。 

        ・会員の健康増進等に関し助成する。 

（２）表彰等事業 

        ・秋田県獣医師会表彰規程に基づき表彰する。 

        ・日本獣医師会会長表彰・感謝状受賞・秋田県知事賞・叙勲、褒賞等に推薦する。 

（３）慶弔関係事業 

       ・慶弔金給付規程により給付する。 

 

 

Ⅳ 管理・運営事業

１．会議等の開催 

区 分 開催回数 開  催  時  期 

総 会 １ Ｈ30 年 6 月 15 日 

理事会 ５ Ｈ30 年 5 月､6 月､9 月､12 月､Ｈ31 年 3 月 

監事会 ２ Ｈ30 年 5 月、11 月 

正副会長会議 ５ Ｈ30 年 5 月､6 月､9 月、12 月､Ｈ31 年 3 月 

各部会 １ 別記 

事務局会議 ２ Ｈ30 年 7 月、H31 年 1 月 

 
※ 臨時総会、理事会は必要に応じて開催する。 
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別記 
各部会検討事項 

各部会 開催時期 主な検討事項 
産業動物部会 Ｈ30.7 

 
・東北三学会学術発表等 
・産業動物獣医師諸問題等 

小動物・狂犬病予防

部会 
Ｈ30.7 
 

・東北三学会学術発表等 
・小動物臨床講習会等 
・狂犬病予防注射成績と接種率向上等 

公衆衛生・人獣共通

感染症部会 
Ｈ30.7 
 

・東北三学会学術発表等 
・公衆衛生関係の諸問題等 
・人獣共通感染症に関する講習会開催等 

広報部会 Ｈ30.8、 
Ｈ31.1 

・広報に関すること等 
・雑誌 117・118 号の編集並びに発刊等 
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（予算資料）

■ 秋田県獣医師会設立７０周年記念事業について

本会は、社団法人秋田県獣医協会として、昭和２４年２月１６日に農林

大臣から設立許可された。

昭和２６年６月２３日、社団法人秋田県獣医師会に名称変更、さらに新

公益法人制度改革により平成２５年４月１日より公益社団法人秋田県獣医

師会となった。。

１、記念式典

平成３１年度通常総会の開会と同時に実施する。

・ 表 彰

秋田県知事表彰

日本獣医師会会長表彰

・ 懇談会

２、記念出版

創立６０周年記念誌後の変遷について、編集委員会を設けて出版（平成

２１年５月２２日～平成３１年５月末まで）

３、経費

周年記念事業積立預金から、２，０００，０００円を取り崩し，記念行

事等にあてる。

記念行事収入：２，０００，０００円

支出： ８００，０００円（記念式典「表彰式等」・懇談会）

１，２００，０００円（記念誌編集委員会会議及び記念

誌印刷代等）

支出計画：平成３０年度２，０００，０００円を取崩。
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前年度予算額 今年度予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0

中科目別記載

特定資産運用益 0 0 0

中科目別記載

受取入会金 0 0 0

受取入会金 0 0 0

受取会費 6,003,200 5,975,200 △ 28,000

受取一般会費 1,355,200 1,355,200 0

受取特別会費 4,648,000 4,620,000 △ 28,000

事業収益 89,640,000 89,100,000 △ 540,000

狂犬病予防推進事業収益 89,640,000 89,100,000 △ 540,000

県証紙売りさばき事業収益 0 0 0

受取補助金等 5,085,000 4,990,000 △ 95,000

受取地方補助金 0 0 0

受取民間補助金 0 0 0

登録事務受託収益 250,000 200,000 △ 50,000

済票交付事務受託収益 2,345,000 2,200,000 △ 145,000

通知事務受託収益 2,400,000 2,500,000 100,000

講習会受託収益 90,000 90,000 0

受取負担金 0 0 0

中科目別記載 0 0 0

受取寄付金 0 0 0

中科目別記載 0 0 0

雑収益 1,000 1,000 0

受取利息 1,000 1,000 0

雑収益 0 0 0

経常収益計 100,729,200 100,066,200 △ 663,000

公益目的事業会計

科     目 公　１

収支予算〈損益ベース〉
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公益目的事業会計

科     目 公　１

収支予算〈損益ベース〉

前年度予算額 今年度予算額 増減

（２）経常費用

事業費 101,011,951 100,221,051 △ 790,900

役員報酬 2,674,000 2,674,000 0

給料手当 6,950,000 6,950,000 0

臨時雇賃金 2,800,000 2,700,000 △ 100,000

退職給付費用 384,000 384,000 0

福利厚生費 800,000 700,000 △ 100,000

県証紙仕入高 0 0 0

薬品費 13,000,000 13,000,000 0

技術料 49,800,000 49,500,000 △ 300,000

広報活動費 800,000 800,000 0

会議費 300,000 300,000 0

旅費交通費 1,600,000 1,500,000 △ 100,000

通信運搬費 2,800,000 2,800,000 0

減価償却費 145,051 145,051 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 2,000,000 1,850,000 △ 150,000

修繕費 18,000 20,000 2,000

印刷製本費 1,900,000 1,800,000 △ 100,000

光熱水料費 648,000 648,000 0

賃借料 10,060,000 10,060,000 0

保険料 300,000 300,000 0

諸謝金 360,000 360,000 0

租税公課 942,900 1,000,000 57,100

支払負担金　 400,000 400,000 0

支払助成金 700,000 700,000 0

支払寄付金 0 0 0

委託費 1,350,000 1,350,000 0

雑費 280,000 280,000 0

経常費用計 101,011,951 100,221,051 △ 790,900
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公益目的事業会計

科     目 公　１

収支予算〈損益ベース〉

前年度予算額 今年度予算額 増減

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 282,751 △ 154,851 127,900

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計 0

当期経常増減額 △ 282,751 △ 154,851 127,900

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

中科目別記載

経常外収益計 0 0

（２）経常外費用

中科目別記載

経常外費用計 0 0

当期経常外増減額 0 0

他会計振替額

当期一般正味財産増減額 △ 282,751 △ 154,851 127,900

一般正味財産期首残高 1,224,705 1,224,705 0

一般正味財産期末残高 941,954 1,069,854 127,900

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取補助金等

・　・　・　・　・

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額 0 0

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 941,954 1,069,854 127,900
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前年度予算額 今年度予算額前年度予算額今年度予算額 前年度予算額 今年度予算額 増減 前年度予算額 今年度予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 0

中科目別記載

特定資産運用益 0 0 0 0

中科目別記載

受取入会金 0 0 0 50,000 50,000 0

受取入会金 0 0 0 50,000 50,000 0

受取会費 0 1,016,400 900,000 1,016,400 900,000 △ 116,400 9,648,400 9,712,800 64,400

受取一般会費 0 1,016,400 900,000 1,016,400 900,000 △ 116,400 1,016,400 1,132,800 116,400

受取特別会費 0 0 0 0 0 8,632,000 8,580,000 △ 52,000

事業収益 2,900,000 2,000,000 0 0 2,900,000 2,000,000 △ 900,000 0

狂犬病予防推進事業収益 0 0 0 0 0 0 0

県証紙売りさばき事業収益 2,900,000 2,000,000 0 2,900,000 2,000,000 △ 900,000 0

受取補助金等 0 0 0 0 0 0

登録事務受託収益 0 0 0 0 0 0

済票交付事務受託収益 0 0 0 0 0 0

通知事務受託収益 0 0 0 0 0 0

講習会受託収益 0 0 0 0 0 0

受取負担金 0 0 0 0 0 0

中科目別記載 0 0 0 0

受取寄付金 0 0 0 0 0 0

中科目別記載 0 0 0 0

雑収益 180,000 180,000 30,000 30,000 210,000 210,000 0 0 0 0

受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑収益 180,000 180,000 30,000 30,000 210,000 210,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0

経常収益計 3,080,000 2,180,000 1,046,400 930,000 4,126,400 3,110,000 △ 1,016,400 9,698,400 9,762,800 64,400

収支予算〈損益ベース〉

収益事業等会計

小計収益事業１ その他の事業１科     目
法人会計
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前年度予算額 今年度予算額前年度予算額今年度予算額 前年度予算額 今年度予算額 増減 前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

収益事業等会計

小計収益事業１ その他の事業１科     目
法人会計

（２）経常費用

事業費 3,080,000 2,180,000 900,000 900,000 3,980,000 3,080,000 △ 900,000

役員報酬 0 0 0 0

給料手当 0 0 0 0

臨時雇賃金 0 0 0 0

退職給付費用 0 0 0 0

福利厚生費 0 800,000 800,000 800,000 800,000 0

県証紙仕入高 2,900,000 2,000,000 2,900,000 2,000,000 △ 900,000

薬品費 0 0 0 0

技術料 0 0 0 0

広報活動費 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0

旅費交通費 0 30,000 30,000 30,000 30,000 0

通信運搬費 0 0 0 0

減価償却費 0 0 0 0

消耗什器備品費 0 0 0 0

消耗品費 0 0 0 0

修繕費 0 0 0 0

印刷製本費 0 20,000 20,000 20,000 20,000 0

光熱水料費 0 0 0 0

賃借料 0 0 0 0

保険料 0 0 0 0

諸謝金 0 0 0 0

租税公課 80,000 80,000 80,000 80,000 0

支払負担金　 0 0 0 0

支払助成金 0 0 0 0

支払寄付金 0 0 0 0

支払手数料 0 0 0 0

委託費 0 0 0 0

雑費 100,000 100,000 50,000 50,000 150,000 150,000 0
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前年度予算額 今年度予算額前年度予算額今年度予算額 前年度予算額 今年度予算額 増減 前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

収益事業等会計

小計収益事業１ その他の事業１科     目
法人会計

管理費 8,199,503 8,299,503 100,000

役員報酬 1,396,000 1,396,000 0

給料手当 377,040 377,040 0

臨時雇賃金 30,000 30,000 0

退職給付費用 103,800 103,800 0

福利厚生費 194,663 194,663 0

会議費 700,000 800,000 100,000

旅費交通費 1,000,000 1,000,000 0

通信運搬費 120,000 120,000 0

減価償却費 7,000 7,000 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 200,000 200,000 0

修繕費 102,000 102,000 0

印刷製本費 630,000 630,000 0

燃料費 0

光熱水料費 48,000 48,000 0

賃借料 320,000 320,000 0

保険料 0

諸謝金 800,000 800,000 0

租税公課 10,000 10,000 0

支払負担金　 2,100,000 2,100,000 0

支払助成金 0

支払寄付金 0 0 0

雑費 61,000 61,000 0

経常費用計 3,080,000 2,180,000 900,000 900,000 3,980,000 3,080,000 △ 900,000 8,199,503 8,299,503 100,000
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前年度予算額 今年度予算額前年度予算額今年度予算額 前年度予算額 今年度予算額 増減 前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

収益事業等会計

小計収益事業１ その他の事業１科     目
法人会計

評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 146,400 30,000 146,400 30,000 △ 116,400 1,498,897 1,463,297 △ 35,600

基本財産評価損益等 0

特定資産評価損益等 0

投資有価証券評価損益等 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 0 0 146,400 30,000 146,400 30,000 △ 116,400 1,498,897 1,463,297 △ 35,600

２．経常外増減の部 0 0

（１）経常外収益 0 0

中科目別記載 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 0 0

中科目別記載 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 146,400 30,000 146,400 30,000 △ 116,400 1,498,897 1,463,297 △ 35,600

一般正味財産期首残高 3,477,454 3,477,454 3,477,454 3,477,454 0 0

一般正味財産期末残高 0 0 3,623,854 3,507,454 3,623,854 3,507,454 △ 116,400 1,498,897 1,463,297 △ 35,600

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0

受取補助金等 0 0

・　・　・　・　・ 0 0

一般正味財産への振替額 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 3,623,854 3,507,454 3,623,854 3,507,454 △ 116,400 1,498,897 1,463,297 △ 35,600
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(単位：円）

前年度予算額 今年度予算額 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0

中科目別記載 0

特定資産運用益 0 0

中科目別記載 0

受取入会金 50,000 50,000 0

受取入会金 50,000 50,000 0

受取会費 16,668,000 16,588,000 △ 80,000

受取一般会費 3,388,000 3,388,000 0

受取特別会費 13,280,000 13,200,000 △ 80,000

事業収益 92,540,000 91,100,000 △ 1,440,000

狂犬病予防推進事業収益 89,640,000 89,100,000 △ 540,000

県証紙売りさばき事業収益 2,900,000 2,000,000 △ 900,000

受取補助金等 5,085,000 4,990,000 △ 95,000

受取地方補助金 0 0

受取民間補助金 0 0

登録事務受託収益 250,000 200,000 △ 50,000

済票交付事務受託収益 2,345,000 2,200,000 △ 145,000

通知事務受託収益 2,400,000 2,500,000 100,000

講習会受託収益 90,000 90,000 0

受取負担金 0 0 0

中科目別記載 0

受取寄付金 0 0 0

中科目別記載 0

雑収益 211,000 211,000 0

受取利息 1,000 1,000 0

雑収益 210,000 210,000 0

0 0 0

経常収益計 114,554,000 112,939,000 △ 1,615,000

収支予算〈損益ベース〉

科     目
合計
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(単位：円）

前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

科     目
合計

（２）経常費用

事業費 104,991,951 103,299,051 △ 1,692,900

役員報酬 2,674,000 2,674,000 0

給料手当 6,950,000 6,950,000 0

臨時雇賃金 2,800,000 2,700,000 △ 100,000

退職給付費用 384,000 384,000 0

福利厚生費 1,600,000 1,500,000 △ 100,000

県証紙仕入高 2,900,000 2,000,000 △ 900,000

薬品費 13,000,000 13,000,000 0

技術料 49,800,000 49,500,000 △ 300,000

広報活動費 800,000 800,000 0

会議費 300,000 300,000 0

旅費交通費 1,630,000 1,530,000 △ 100,000

通信運搬費 2,800,000 2,800,000 0

減価償却費 145,051 145,051 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 2,000,000 1,850,000 △ 150,000

修繕費 18,000 18,000 0

印刷製本費 1,920,000 1,820,000 △ 100,000

光熱水料費 648,000 648,000 0

賃借料 10,060,000 10,060,000 0

保険料 300,000 300,000 0

諸謝金 360,000 360,000 0

租税公課 1,022,900 1,080,000 57,100

支払負担金　 400,000 400,000 0

支払助成金 700,000 700,000 0

支払寄付金 0 0 0

委託費 1,350,000 1,350,000 0

雑費 430,000 430,000 0
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(単位：円）

前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

科     目
合計

管理費 8,199,503 8,299,503 100,000

役員報酬 1,396,000 1,396,000 0

給料手当 377,040 377,040 0

臨時雇賃金 30,000 30,000 0

退職給付費用 103,800 103,800 0

福利厚生費 194,663 194,663 0

会議費 700,000 800,000 100,000

旅費交通費 1,000,000 1,000,000 0

通信運搬費 120,000 120,000 0

減価償却費 7,000 7,000 0

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 200,000 200,000 0

修繕費 102,000 102,000 0

印刷製本費 630,000 630,000 0

燃料費 0 0 0

光熱水料費 48,000 48,000 0

賃借料 320,000 320,000 0

保険料 0 0 0

諸謝金 800,000 800,000 0

租税公課 10,000 10,000 0

支払負担金　 2,100,000 2,100,000 0

支払助成金 0 0 0

支払寄付金 0 0 0

雑費 61,000 61,000 0

経常費用計 113,191,454 111,598,554 △ 1,592,900
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(単位：円）

前年度予算額 今年度予算額 増減

収支予算〈損益ベース〉

科     目
合計

評価損益等調整前当期経常増減額 1,362,546 1,340,446 △ 22,100

基本財産評価損益等

特定資産評価損益等

投資有価証券評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額 1,362,546 1,340,446 △ 22,100

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

中科目別記載

経常外収益計

（２）経常外費用

中科目別記載

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額

当期一般正味財産増減額 1,362,546 1,340,446 △ 22,100

一般正味財産期首残高 4,702,159 4,702,159 0

一般正味財産期末残高 6,064,705 6,042,605 △ 22,100

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取補助金等

・　・　・　・　・

一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 6,064,705 6,042,605 △ 22,100
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投資活動収支の部

  １．投資活動収入

        特   定   資    産    取    崩   収   入

          退 職 給 付  引  当  資  産  取 崩 収 入

          事 故 対 策  積  立  預  金  取 崩 収 入

0

        投資活動収入計

  ２．投資活動支出

        特   定   資    産    取    得   支   出

          退 職 給 付  引  当  資  産  取 得 支 出

          東 北 大 会 等 積 立 預  金  取 得 支 出

（注）
１． 収支予算書は、公益法人会計基準を採用している。

２． 借入金限度額　　２，０００，０００円

（付帯決議）
１． 平成２９年度事業計画及び収支予算に関して、増減があった場合の予算補正の措置については、理事会に一任されたい。

２． 平成２９年度予算の執行に当たり予算額に過不足が生じた場合には、科目間の流用の措置は会長に一任されたい。

３． 狂犬病予防注射業務の実施中に発生した犬の事故等に対する補償金を支払う必要が生じたときは、事故対策積立金の
全部または一部を取り崩しすることを、理事会に一任されたい。

４． 地震災害等により、被災動物の救護の必要が生じたときは、被災動物救護対策積立金の全部または一部を取り崩し
することを、理事会に一任されたい。

0

0

0

0

480,000

1,000,000

          事 故 対 策  積  立  預  金  取 得 支 出 500,000

0

1,980,000

          周年 記 念 事 業 積 立 預 金 取 得 支 出 0

          被災動物救 護 対 策 積 立 預 金 取得支出 0

        投資活動支出計 1,980,000

          投資活動収支差額 △ 1,980,000

財務活動収支の部

  １．財務活動収入

        借       入        金        収       入 2,000,000

        財務活動収入計 2,000,000

  ２．財務活動支出

          被災動物救 護 対 策 積 立 預 金 取崩収入

　　　　　東　北　大　会　等　積　立　 取 崩 収 入

        次期繰越収支差額 14,670,068

予備費支出

        当期収支差額 △ 821,973

        前期繰越収支差額 15,492,041

        借    入    金     返     済    支    出 2,000,000

        財務活動支出計 2,000,000

          財務活動収支差額 0
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